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ローラープラニッシャー
（溶接部の段差を平滑にする）



タイトヘッドドラム







　チャイムを座屈や損傷から
守る補強材です。

　りん酸塩化成処理は、塗装下地の形成を主目的としたもの
ですが、一時的に鋼板の地肌を酸化による錆・腐食から防ぐ
ための金属表面不活性化処理です。
　使用する鋼材（鉄）にりん酸塩を科学的に結合させること
により、表面に安定した無機質の被膜を作り出し、これが一
時的に鋼板を守る役目をします。りん酸塩化成処理にはいく
つかの種類がありますが、東邦では亜鉛系と鉄系の処理を行っ
ています。それぞれに特長がありますので、内容物の種類に
合わせてご選定いただけます。

覆　輪

りん酸塩化成処理

りん酸塩化成処理の鉄系と亜鉛系の違い

りん酸鉄系皮膜 りん酸亜鉛系皮膜

りん酸亜鉛系より多少
弱い

0.2 ～ 0.4g/㎡

y

1.5 ～ 3.0g/㎡











⑷高温の内容物を充填した場合は、出来るだけ内容物が常温に下がって
からプラグの本締を行って下さい。高温充填後直ぐに密閉しますと、バ
キューム現象により、ドラムが変形したり、外気水分吸入の原因となりま
す。特にプラグのガスケットがポリエチレン製の場合は、軟化変形してプ
ラグが緩み漏洩するおそれがあります。
⑸充填済みのドラムの移動には、怪我、腰痛及びドラムの変形、疵、破損、
漏洩に注意し、できるだけリフター、フォークリフト等をご利用ください。

⑹保管は原則として屋内保管してください。屋外に保管した場合、天板に
雨水等がたまり口金から吸水する恐れがあります。また、発錆すること
があります。やむを得ず、ドラムを屋外に保管する場合、天板にキャップ
をかぶせる等防水対策をしてください。また、天板を下にする場合は地
面の水溜りや水はけにご注意ください。

⑺天（地）板が屋外で長期間（およそ3ヶ月）にわたり乾湿を繰り返されると
外装塗膜が劣化し膨れや剥離が発生します。また、鉄製キャップシール
がある場合端部の発錆が天板のもらい錆の原因ともなりますので注意
してください。特に酸性雨や海岸近くでは注意が必要です。
⑻屋外での長期間にわたる保管は直射日光や寒暖差の影響により内容物
の品質に悪影響をおよぼしますので避けてください。特に内面塗装ドラ
ムでは内容物により塗膜が劣化し膨れや剥離等が発生するおそれがあ
ります。
⑼低沸点物質を充填された場合、外気温が高温になるとドラム内が増圧に
なり天地版が膨張することもありますので注意してください。
　金属製のキャップ、キャップシール取り外し時は保護手袋と適切な治具
を使用してください。金属端部で手を傷つける恐れがあります。
　開栓時天板にごみがありますと口金から内部に吸引されることがありま
すのでごみを除去してから開栓してください。
　内容物充填後のプラグ、キャップ開栓時には、内圧による内容液の飛散
にご注意ください。
　内容物取り出しの際ドラムを加熱すると内容物の噴出やドラム内面の
化成被膜や塗装を劣化させ内容物の品質に変化を及ぼすおそれがあり
ます。直火は厳禁です。
　使用後のドラムを密閉したまま加熱したり切断したりすると、異常内圧
上昇により破裂したり、局部から内容物の噴出等を起こすことがありま
すので行わないで下さい。万が一必要な場合は、内容物を完全に除去し
、ドラム内を洗浄し、ドラム内の残留蒸気を窒素ガス等の不活性ガスで
置換した上、開栓状態にて行って下さい。

　使用済みドラムを廃棄する時は内容物を抜いて内部を洗浄後関連法令
（廃棄物処理法等）に従い廃棄してください。
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で使用されています。内面は充填物により、りん酸化成処理（鉄・亜鉛）や内面コーティング





JIS Z 1601・JIS Z 1600
　適用圧力：20kPa以上

（級別）Ｈ、Ｍ、ＬＭ、Ｌ、ＳＬ、ＦＬ（板厚により区分）

JIS Z 1601
　１．落下の高さ：0.8ｍ
　2．落下方法
　第１回　天板を下にした胴溶接部に最も近いチャイム部を
　　　　　衝撃点とする対角落下を行う
　第2回　胴溶接部を衝撃点とする水平落下を行う
　3．合否の判定基準
　内圧と外圧が平衡に達した後、漏れが無い事

JIS Z 1601・JIS Z 1600

JIS Z 1601
ドラムに適切な方法で水を注入し、このドラムの胴体溶
接部が上面になるように横置きにして、ゲージ圧力
100kPaの圧力を5分間加える。






